
デイトナ が 提 案 する
新しい建築のカタチ
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デイトナをはじめ、カーマ
ガジンでの長期連載、ムッ
ク本である CAR&HOME
にて、常にクルマと住宅の
関係について提案し続けて
きた建築プロデュース会社
LDK inc。建築設計はもち
ろんのこと、建築システム
の開発や商品開発も行う。

デイトナハウスを構成するのは、LGSと呼ばれる軽量
鉄骨のパネルで、厚さ3.2㎜、幅12.5㎝、厚み5㎝の

『Cチャンネル』と呼ばれる部材を、横幅180㎝、縦
270㎝の長方形に溶接して製作しています。対角線の
クロスしたパーツは、『ブレース』と呼ばれる筋違いで、
力の伝達を受け持つ大切な役割を持っています。“柱”
と“梁”と呼ばれる縦と横の部材を使って軸組を作って
いく一般的な建築とは違って、デイトナハウスはこの
LGS パネルを連結することで住宅、ガレージ、別荘、
店舗、マンションなどの様々な建築を可能とする、全
く新しいカタチのシステムなのです。つまりこのLGS
パネルを使った建物全てがデイトナハウスと言う訳で
す。パネルの枚数を数えるだけで、建築の広さ、およそ
の予算がイメージできる分かりやすさと、パウダーコ
ーティングが施されたその鉄の素材感が醸し出すハー
ドボイルドな空間のテイストも持ち味です。
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2F建てのLGSブースが立ち並ぶことで、むしろ天井の高い空間のダイナミックさがより強調さ
れます。趣向を凝らしたそれぞれのブースにあるバイクが建物全体のエネルギーを代弁。インナー
グリーンなどが豊かに配置されるとさらに楽しい空間に変身します。

建物を斜俯瞰で見ると大空間内を立体的に利用している様子がよく分かります。天井の高い大空
間を賃貸利用に転化できるところが事業化の決め手に。それでも空間の伸びやかさはかえって強
調されるところが面白く、例えば街の中に新たに小さな商店街ができるようなイメージです。

　

産
業
構
造
の
変
化
が
顕
著
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
製
造
業
や
流
通
業
は
そ
の
社
会

的
な
位
置
づ
け
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

街
の
様
相
も
目
に
見
え
て
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
東
京
の
大
田
区
や
東
大
阪
市
な

ど
、
従
来
中
小
企
業
の
製
造
業
が
集
積
し

て
い
た
地
域
に
住
居
系
の
建
物
が
入
り
込

み
、
工
業
地
帯
は
空
洞
化
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
機
械
音
に
満
た
さ
れ
、
活
気

が
あ
っ
た
建
物
も
が
ら
ん
と
し
て
放
置
さ

れ
て
い
る
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
は
そ
の
よ
う
な
、
都
市
の
片
隅
に
追
い

や
ら
れ
た
大
空
間
の
倉
庫
や
工
場
を

Ｌ
Ｇ
Ｓ
パ
ネ
ル
で
再
生
さ
せ
る
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
採
用
す
る
方
法
は
〝
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ｅ 

Ｉ
Ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
〞
と
呼
ん
で
い
る

も
の
で
、
建
屋
の
中
に
入
れ
子
の
よ
う
に

建
屋
を
作
る
と
い
う
考
え
方
。
元
の
建
物

の
大
空
間
を
雨
仕
舞
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
に

転
化
し
て
、

小
分
け
の
賃
貸
空
間
を

Ｌ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
で
作
る
の
で
す
。
工
場

の
飾
り
気
の
な
い
ハ
ー
ド
コ
ア
な
空
気
感

を
そ
の
ま
ま
生
か
す
に
は
、
そ
れ
を
踏
襲

す
る
素
材
で
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

で
す
。
艶
消
し
黒
の
焼
き
付
け
塗
装
を
持

ち
味
に
す
る
Ｌ
Ｇ
Ｓ
パ
ネ
ル
は
ま
さ
に
打

っ
て
つ
け
な
の
で
す
。

　

こ
こ
で
の
テ
ナ
ン
ト
募
集
は
テ
ー
マ
を

統
一
し
て
同
系
統
の
い
ろ
ん
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
場
所
に
す
る
の
が
い

い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
バ
イ
ク
関
連
に
絞

っ
て
、
個
人
で
バ
イ
ク
を
レ
ス
ト
ア
す
る

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
使
用
か
ら
、
プ
ロ
の

修
理
屋
さ
ん
や
バ
イ
ク
販
売
の
お
店
ま
で

広
範
囲
に
賃
貸
募
集
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ブ
ー
ス
が
発
信
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
相
乗
効
果
が
、
他
で
は

味
わ
え
な
い
楽
し
い
空
間
を
作
り
出
し
ま

す
。一
種
の
集
団
ア
ジ
ト
で
す
。出
店
者
同

士
の
道
具
の
貸
し
借
り
か
ら
始
ま
っ
て
、

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
企
画

な
ど
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
既
存
の

老
朽
施
設
利
用
な
の
で
、
賃
貸
料
も
非
常

に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
設
定
で
き
る
の
で
す
。

間仕切りやパーティションで空間を分節する感覚で、
LGSパネルを利用する考え方。２フロアを利用できると
ころがこの企画のキモ。防水や屋根工事などの雨仕舞が
必要ないため、工事もスピーディに完了します。更に外
壁を塗り替えれば、老朽化した倉庫が生まれ変わります。

活
用
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
倉
庫
や
工
場
の
大
空
間
を
L
G
S
シ
ス
テ
ム
で
、

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吹
き
込
む
。こ
れ
か
ら
の
日
本
に
は
と
て
も
有
効
な
ノ
ウ
ハ
ウ
で
す
。

 

工
場
や
倉
庫
の
大
空
間
を
再
生
せ
よ
！

L
G
S
で
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
革
命
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こ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
色
々
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
ヒ
ン
ト
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
ハ

ー
ド
コ
ア
な
鉄
骨
の
素
材
感
に
適
度
な
ゆ

る
み
を
与
え
て
く
れ
る
木
質
壁
の
バ
ラ
ン

ス
や
、
豊
富
な
観
葉
植
物
の
瑞
々
し
さ
の

相
乗
効
果
な
ど
、
こ
こ
で
感
じ
ら
れ
る
空

間
の
気
持
ち
よ
さ
は
、
自
由
な
脳
細
胞
の

発
想
を
元
気
づ
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
を
運
営
す
る
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
函

館
の
法
人
名
は
『
A
S
O
B
O
』。ま
さ
に

仕
事
と
遊
び
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
標
榜
す
る
会
社
で
、
ボ
デ
ィ
シ

ョ
ッ
プ
を
経
営
す
る
山
口
代
表
が
、
新
た

に
建
築
業
に
参
入
し
て
、
そ
の
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
兼
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
登
場
し
た
の
が

こ
の
場
所
な
の
で
す
。
斜
陽
産
業
の
代
表

格
と
い
わ
れ
る
建
築
業
の
新
た
な
る
解

釈
。〝
登
山
口
〞と
い
う
訳
語
の
通
り
、こ
れ

か
ら
構
築
す
る
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

提
案
の
場
所
と
し
て
、ま
た
〝
ワ
ク
ワ
ク
〞

の
は
じ
ま
り
の
場
所
と
し
て
、こ
こt

 
r
 a i l 

head

は
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。こ
れ
に

可
能
性
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。是
非
一
度
、そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
体

感
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ほ
ど
函
館
市
内
に
そ
の
姿
を
現
し

た
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
×
L
D
K
函
館
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
『trailhead

』。均
整
の
取

れ
た
ガ
ラ
ス
の
箱
の
よ
う
な
建
物
は
、
周

囲
の
風
景
を
一
変
さ
せ
る
ほ
ど
印
象
的
で
、

独
特
の
オ
ー
ラ
を
放
っ
て
い
ま
す
。
ス
チ

ー
ル
の
ガ
ラ
ス
サ
ッ
シ
に
覆
わ
れ
た
そ
の

姿
は
、
時
代
で
い
え
ば
１
９
３
０
年
代
＝

ア
ー
リ
ー
モ
ダ
ン
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
、

シ
ャ
ー
プ
で
切
り
立
っ
た
意
匠
な
が
ら
適

度
な
柔
ら
か
み
が
あ
る
イ
メ
ー
ジ
。
言
わ

ば
人
肌
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
。
画
一
的
な
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
と
ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
で
仕
切
ら

れ
た
建
物
の
羅
列
に
飽
き
飽
き
し
た
人
に

は
、
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。露
出
し
た
鉄
骨
の
素
材
感
も
、そ

の
印
象
の
重
要
な
要
素
で
す
。
ペ
ン
キ
塗

り
の
鉄
骨
で
は
な
く
、
焼
き
付
け
塗
装
独

特
の
マ
ッ
ト
な
風
合
い
は
、
他
で
は
滅
多

に
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
。

　

ガ
ラ
ス
で
覆
わ
れ
た
内
部
の
空
間
は
、

モ
ー
タ
ー
ラ
イ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、自
転
車
、

釣
り
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
系

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
融
合
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

単
に〝
住
む
〞、〝
食
べ
る
〞、〝
寝
る
〞と
い
う

従
来
型
の〝
生
活
感
〞か
ら
離
陸
し
て
、〝
楽

し
く
〞、〝
元
気
〞で
、〝
精
力
的
〞に
生
活
す

る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
に
と
っ
て
、

0138-83-2020　daytonahouse-hakodate.comDAYTONA HOUSE×LDK HAKODATE （株式会社ASOBO）

デイトナハウス× LDKオリジナルのスチールサッシでグリッ
ド分割されたガラスウォールと天然木の入り口ゲートのコント
ラストが印象的な1Fショールームの大空間。モーターライフ
とアウトドアライフの融合のイメージがフルスイングで展示
できるスペースとなっています。この空間は軽量鉄骨フレーム

『LGS』の可能性を更に示してくれるものです。

クルマと各種ギア類が
大空間にディスプレイ

1Fショールームから2Fオフィス
への空間移動はオリジナルの螺旋
階段『ダイナソーボーン』で。大きな
ガラスFIX開口を通して外部から
見る螺旋階段は、いつもながら、し
ばし見とれてしまうほど美しいのです。

デイトナハウス× LDK函館
を運営する株式会社ASOBO
の代表。その名が示す通り、
遊びのあるライフスタイルを
提案することをコンセプトに
しており、山口代表自身、フ
ライフィッシング、キャンプ、
自転車でのトレイルなどを実
践する遊びの達人でもあります。

デイトナハウス×LDK函館

山口甚晃代表

北海道は函館に誕生した
ライフスタイル発信基地
モーターライフはもちろん、アウトドア、自転車など様々なライフスタイルを
複合的に表現した函館のショールーム『trailhead』。
デイトナハウス×LDKの新たな可能性を感じさせる情報発信基地が遂にオープンしました。

個人で特定のスペースを区分するのではなく、大テーブルをみんなでシ
ェアするタイプの2Fオフィス空間。天井の力強い鉄骨の露出がショー
ルームとの一体感を演出。ガラスで区切られてはいますが、1Fの店舗内
の様子がよくわかる空間構成。ここにはハーマンミラー社製の秀逸なオ
フィス家具類が入ることになっています。

大テーブルを
皆でシェアするオフィスエリア

スーリーのアイテム、ベーシック
アイテムを中心としたアパレル関
連、ファットバイク関連、サッカー
チームなど、“遊びの複合施設”と
言う通り、中には様々なカテゴリ
ーのショップがポップアップで展
開しています。

trailhead
北海道函館市西桔梗町825-5

建物向かって左側の大きな庇のゾーンでは、リ
ペアを終えたクルマの納車が行われるスペー
スとして設定されています。２フロア分の高さ
の庇が、アメリカ西海岸のミッドセンチュリー
の代表建築“イームズハウス”を彷彿させます。
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